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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

(注)21年3月期第2四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの、1株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 136,171 ― 252 ― △746 ― △708 ―
20年3月期第2四半期 148,195 △6.7 1,917 △33.2 1,607 △36.5 4,245 63.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △1.88 ―
20年3月期第2四半期 11.26 11.23

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 199,738 34,648 15.6 △18.76
20年3月期 208,733 36,614 16.5 △15.53

（参考） 自己資本  21年3月期第2四半期  31,237百万円 20年3月期  34,488百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式(非上場)の配当の状況については、2ページ「種類株
式の配当の状況」をご覧ください。  

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 342,000 △2.3 10,000 △2.3 8,300 △2.5 7,300 △31.3 19.36

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

(注)詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注)1株当たり四半期純利益等の算定上の基礎となる株式数については、2ページ(参考)1株当たり情報の算定をご覧ください。  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(1)本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績 
  等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
(2)当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 
  14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に準拠して四半期連結財務諸表を作成し、「建設業法施行規則」に準じて記載しております。  

新規 1 社 （社名 さくら坂特定目的会社 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期 30,463,619株 20年3月期 30,457,619株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期 61,697株 20年3月期 54,811株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期 377,109,932株 20年3月期第2四半期 377,106,354株



「種類株式の配当の状況」 
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

 

 １株当たり配当金 

（基準日）第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 年間 

 
Ｃ種優先株式 

円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭

20 年 3 月期 
優先配当金 
参加条項による配当金 

 
－ 
－ 

  
0.00 
0.00  

 
－ 
－ 

   
228.82  
39.00   

228.82 
39.00  

21 年 3 月期 
 優先配当金 
 参加条項による配当金 

 － 
－ 

0.00  
0.00  

  

21 年 3 月期（予想） 
 優先配当金 
 参加条項による配当金 

 
 

 － 
－ 

 
0.00  
0.00  

0.00 
0.00 

(注)１株当たり配当金は銭未満を四捨五入しております。 
 
 
 
21 年 3 月期の個別業績予想（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円  ％ 円  銭

通    期 307,000  △1.0 9,500    2.7 8,500    7.0 7,700 △23.5 20.42  

(注)個別業績予想数値の当四半期における修正の有無： 無 

 

 

（参考）１株当たり情報の算定 

 

1．平成 21 年 3 月期第 2四半期の連結業績 

  ・1 株当たり四半期純利益 

 四半期純利益△708 百万円 

 普通株式の期中平均株式数（自己株式控除後）30,403 千株 

＋Ｃ種優先株式の転換仮定方式に準じて算定される普通株式増加数 346,706 千株（期中平均） 

 

= △1.88 円 

 

  ・1 株当たり純資産 

 純資産 34,648 百万円－Ｃ種優先株式払込額 38,311 百万円－少数株主持分 3,410 百万円 

 期末の普通株式数（自己株式控除後）30,401 千株 

＋Ｃ種優先株式の転換仮定方式に準じて算定される普通株式増加数 346,706 千株（期末） 

=△18.76 円 

 

3．平成 21 年 3 月期の連結業績予想 

  ・1 株当たり当期純利益（予想） 

 当期純利益 7,300 百万円 

 普通株式の期中平均株式数（自己株式控除後）30,403 千株 

＋Ｃ種優先株式の転換仮定方式に準じて算定される普通株式増加数 346,706 千株（期中平均） 

 

= 19.36 円 

 

（注）株式数は千株未満を切捨てて表示しています。 

 









５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 34,178 62,190

受取手形・完成工事未収入金等 84,679 82,271

販売用不動産 11,594 5,569

未成工事支出金 21,150 9,816

その他のたな卸資産 1,943 1,735

その他 14,810 15,282

貸倒引当金 △86 △162

流動資産合計 168,270 176,704

固定資産   

有形固定資産 21,147 21,382

無形固定資産 474 526

投資その他の資産   

投資有価証券 4,655 4,828

長期貸付金 4,896 4,944

その他 6,840 6,816

貸倒引当金 △6,547 △6,470

投資その他の資産合計 9,845 10,119

固定資産合計 31,467 32,028

資産合計 199,738 208,733



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 96,351 118,862

短期借入金 244 244

1年内償還予定の社債 1,500 －

未払法人税等 338 479

未成工事受入金 31,157 17,345

引当金 2,326 2,769

その他 8,773 8,294

流動負債合計 140,692 147,995

固定負債   

社債 2,300 3,800

長期借入金 4,136 2,659

退職給付引当金 12,883 12,584

事業再構築引当金 4,327 4,327

その他 749 752

固定負債合計 24,397 24,123

負債合計 165,089 172,118

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,002 14,001

資本剰余金 3,215 3,216

利益剰余金 13,981 17,101

自己株式 △22 △21

株主資本合計 31,176 34,297

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 6 110

繰延ヘッジ損益 △9 △31

為替換算調整勘定 64 112

評価・換算差額等合計 61 191

少数株主持分 3,410 2,126

純資産合計 34,648 36,614

負債純資産合計 199,738 208,733



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高  

完成工事高 129,331

開発事業等売上高 6,840

売上高合計 136,171

売上原価  

完成工事原価 120,473

開発事業等売上原価 5,860

売上原価合計 126,333

売上総利益  

完成工事総利益 8,858

開発事業等総利益 979

売上総利益合計 9,837

販売費及び一般管理費 9,585

営業利益 252

営業外収益  

受取利息 101

受取配当金 37

持分法による投資利益 10

その他 33

営業外収益合計 182

営業外費用  

支払利息 120

為替差損 388

退職給付会計基準変更時差異の処理額 500

その他 172

営業外費用合計 1,181

経常損失（△） △746

特別利益  

貸倒引当金戻入額 56

その他 1

特別利益合計 57

特別損失  

たな卸資産評価損 56

その他 9

特別損失合計 65

税金等調整前四半期純損失（△） △754

法人税等 109

少数株主損失（△） △155

四半期純損失（△） △708



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △754

減価償却費 497

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1

退職給付引当金の増減額（△は減少） 298

受取利息及び受取配当金 △138

支払利息 120

売上債権の増減額（△は増加） △2,431

未成工事支出金の増減額（△は増加） △11,333

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,294

仕入債務の増減額（△は減少） △22,479

未成工事受入金の増減額（△は減少） 13,816

その他 1,009

小計 △27,686

利息及び配当金の受取額 142

利息の支払額 △115

法人税等の支払額 △305

営業活動によるキャッシュ・フロー △27,963

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） △931

有形固定資産の取得による支出 △161

有形固定資産の売却による収入 27

貸付けによる支出 △43

貸付金の回収による収入 52

その他 △19

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,075

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 1,600

長期借入金の返済による支出 △122

配当金の支払額 △2,409

少数株主からの払込みによる収入 1,440

その他 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 506

現金及び現金同等物に係る換算差額 △404

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,936

現金及び現金同等物の期首残高 58,499

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,562











 

６．その他 

「参考資料」 

１．四半期個別受注の概況 

（百万円未満切捨て） 

（１）個別受注実績 

 受注高 

21 年 3 月期第 2四半期  161,318 百万円 12.0％

20 年 3 月期第 2四半期  144,048 百万円 24.6％

(注) ①受注高は、当該四半期までの累計額。 

②パーセント表示は、前年同期比増減率を示す。 

 

（参考） 受注実績内訳                                                   (単位：百万円) 

区      分 
前第 2四半期 

自 平成 19. 4. 1 

至 平成 19. 9.30 

当第 2 四半期 

自 平成 20. 4. 1 

至 平成 20. 9.30 

比較増減 増減率 

国 内 官 公 庁 24,810 (17.3%) 16,595 (10.3%) △8,214 △33.1%

国 内 民 間 95,742 (66.5%) 114,271 (70.8%) 18,529 19.4%

海    外 4,123 (2.8%) 12,397 (7.7%) 8,274 200.7%

建

築 

計 124,675 (86.6%) 143,265 (88.8%) 18,589 14.9%

国 内 官 公 庁 5,658 (3.9%) 8,546 (5.3%) 2,888 51.0%

国 内 民 間 12,736 (8.8%) 8,262 (5.1%) △4,473 △35.1%

海    外 977 (0.7%) 1,243 (0.8%) 266 27.2%

土

木 

計 19,372 (13.4%) 18,053 (11.2%) △1,319 △6.8%

国 内 官 公 庁 30,469 (21.2%) 25,142 (15.6%) △5,326 △17.5%

国 内 民 間 108,478 (75.3%) 122,534 (75.9%) 14,055 13.0%

海    外 5,100 (3.5%) 13,641 (8.5%) 8,540 167.4%

 

 

 

建 

 

設 

 

事 

 

業 
合

計 

計 144,048 (100.0%) 161,318 (100.0%) 17,269 12.0%

(注) （ ）内のパーセント表示は、構成比率を示す。 

 

 

（２）個別受注予想 

 通 期 

21 年 3 月期予想 307,000 百万円  2.2％

20 年 3 月期実績 300,268 百万円   7.6％

 (注) パーセント表示は、前年同期比増減率を示す。 

 

[個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報等] 

当第 2 四半期までの建設事業の個別受注実績は、主力である国内民間建築工事および海外工事の受

注が増加したことにより、前年同期比 12.0％増加の 161,318 百万円となりました。 

平成 20 年 5 月 14 日の決算発表時に公表しました個別受注予想の修正はございません。 



２．四半期個別業績の概要
(百万円未満切捨て)

 (１) 四半期個別損益計算書(要約)

前年同期 当第2四半期 前年同期比

(自 平成19年4月 1日 (自 平成20年4月 1日 増減 増減率
  至 平成19年9月30日)   至 平成20年9月30日)

売上高 133,931 121,782 △12,148 △9.1%

完成工事高 127,049 119,177 △7,872 △6.2%

建築 102,738 93,741 △8,997 △8.8%

土木 24,310 25,435 1,125 4.6%

開発事業等売上高 6,881 2,605 △4,276 △62.1%

売上総利益 9,679 9,022 △657 △6.8%

完成工事総利益 8,013 8,159 145 1.8%

建築 6,123 5,857 △266 △4.3%

土木 1,890 2,302 411 21.8%

開発事業等総利益 1,666 863 △802 △48.2%

売上総利益率 7.2% 7.4% 0.2% - 

完成工事総利益率 6.3% 6.8% 0.5% - 

建築 6.0% 6.2% 0.2% - 

土木 7.8% 9.1% 1.3% - 

開発事業等総利益率 24.2% 33.1% 8.9% - 

販売費及び一般管理費 7,599 7,939 339 4.5%

営業利益 2,080 1,083 △996 △47.9%

営業外収益 365 159 △206 △56.4%

営業外費用 606 1,037 431 71.1%

経常利益 1,839 205 △1,633 △88.8%

特別利益 3,661 55 △3,606 △98.5%

特別損失 995 42 △953 △95.8%

税引前四半期純利益 4,506 218 △4,287 △95.1%

法人税等 145 193 48 33.2%

四半期純利益 4,360 25 △4,335 △99.4%

 (２) 四半期個別貸借対照表(要約)

前事業年度末 当第2四半期末 前事業年度末比

(平成20年3月31日) (平成20年9月30日) 増減 増減率

流動資産 154,368 146,773 △7,595 △4.9%

固定資産 29,218 28,609 △608 △2.1%

資産合計 183,587 175,382 △8,204 △4.5%

流動負債 133,130 127,166 △5,963 △4.5%

固定負債 16,412 16,637 224 1.4%

資本金 14,001 14,002 0 0.0%

純資産 34,044 31,579 △2,465 △7.2%

負債純資産合計 183,587 175,382 △8,204 △4.5%

自己資本比率 18.5% 18.0% △0.5 - 

(注) 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」
     を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に準拠して四半期個別財務諸表を作成し、「建設業
     法施行規則」に準じて記載しております。このため、四半期個別損益計算書の前年同期との比較は参考とし
     て記載しております。なお、四半期個別財務諸表は、法定開示におけるレビュー対象となっておりません。



(ご参考)　㈱フジタ（1725）平成21年3月期　第２四半期決算説明資料

「平成21年3月期　第２四半期決算の概要について」

Ⅰ．個別業績 Ⅱ．連結業績

　１．個別業績の概要 　１．連結業績の概要

 　当社は、高付加価値事業の拡大を目指した「フジタSTEP-UP計画」を推進しており、主力である民間建設分野  　当社グループは、当社、連結子会社14社、持分法適用会社３社の18社で構成されています。当第２四半期

 へ引き続き注力するとともに、ＣＲＥへの取り組みなど都市再生事業の強化を図っております。当第２四半期  連結会計期間において、開発事業の特定目的会社の出資引受けによる新規連結１社の異動がございました。

 の業績につきましては、建設事業は主力である国内民間建築工事の受注が好調に推移し、前年同期比12.0％増  　連結業績につきましては、売上高は通期予想に対して例年並みの約４割の進捗となりましたが、個別業績

 加しました。また、利益の面につきましては、主に開発事業において前年同期に大口の等価交換事業による売  の要因に加え、主に建設事業子会社の採算悪化により減収減益となりました。また、自己資本比率は前期末

 上高の計上があった反動により減益となりましたが、売上総利益率は0.2ポイント改善の7.4％となりました。  比0.9ポイント低下の15.6％となりました。

　２．個別主要業績数値の状況 (単位：億円) 　２．連結主要業績数値の状況 (単位：億円)

前年同期 当四半期 前年同期比 前期 　 前年同期 当四半期 前年同期比 前期

(19年9月) (20年9月) 増減 増減率 (20年3月期) (19年9月) (20年9月) 増減 増減率 (20年3月期)

建設受注高 1,440 1,613 173 12.0% 3,003 売上高 1,482 1,362 △120 △8.1% 3,501 

建築 1,247 1,433 186 14.9% 2,498 営業利益 19 3 △17 △86.8% 102 

土木 194 181 △13 △6.8% 505 経常利益 16 △7 △24 - 85 

四半期(当期)純利益 42 △7 △50 - 106 

売上高 1,339 1,218 △121 △9.1% 3,102

完成工事高 1,270 1,192 △79 △6.2% 2,949 連単差異

建築 1,027 937 △90 △8.8% 2,365 個別業績 差異

土木 243 254 11 4.6% 585 売上高 1,218 144 

開発事業等売上高 69 26 △43 △62.1% 153 営業利益 11 △8 

売上総利益 97 90 △7 △6.8% 247 経常利益 2 △10 

完成工事総利益 80 82 1 1.8% 220 四半期純利益 0 △7 

建築 61 59 △3 △4.3% 165

土木 19 23 4 21.8% 55 　３．その他連結主要財務数値の状況 (単位：億円)

開発事業等総利益 17 9 △8 △48.2% 27 前期末 当四半期末 前期末比

売上総利益率 7.2% 7.4% 0.2% - 8.0% (20年3月) (20年9月) 増減 増減率

完成工事総利益率 6.3% 6.8% 0.5% - 7.5% 社債・借入金残高 67 82 15 22.0%

建築 6.0% 6.2% 0.2% - 7.0% 総資産 2,087 1,997 △90 △4.3%

土木 7.8% 9.1% 1.3% - 9.4% 純資産 366 346 △20 △5.4%

開発事業等総利益率 24.2% 33.1% 8.9% - 17.8% 自己資本比率 16.5% 15.6% △0.9% - 

販売費及び一般管理費 76 79 3 4.5% 155

営業利益 21 11 △10 △47.9% 92 債務保証残高 33 31 △1 

経常利益 18 2 △16 △88.8% 79

四半期(当期)純利益 44 0 △43 △99.4% 101

前年同期 当四半期 前年同期比 　 前期

前期末 当四半期末 前期末比 （19年9月） （20年9月） 増減 (20年3月期)

(20年3月) (20年9月) 増減 増減率 営業活動ＣＦ △153 △280 △127 42 

総資産 1,836 1,754 △82 △4.5% 投資活動ＣＦ 2 △11 △13 11 

純資産 340 316 △25 △7.2% 財務活動ＣＦ △25 5 30 13 

自己資本比率 18.5% 18.0% △0.5% - 現金等期末残高 349 296 △53 585 

①建設受注高は国内民間建築工事が増加したことにより前年同期比12.0％増の1,613億円となりました。 Ⅲ．平成21年3月期の業績予想

②売上高は前年同期比9.1％減の1,218億円となりました。完成工事高は工事完成基準による売上高の減少によ 平成20年5月14日に公表しました業績予想の修正はございません。

　り前年同期比6.2％減の1,192億円となりました。開発事業等売上高は前年同期に大口の等価交換事業による (単位：億円)

　売上高の計上があった反動により前年同期比62.1％減の26億円となりました。 個　別 連　結

③売上総利益は前年同期比6.8％減の90億円となりました。完成工事総利益は工事採算の改善により前年同期比 建設受注高 3,070 - 

　1.8％増の82億円となりました。開発事業等総利益は売上高の減少により前年同期比48.2％減の9億円となり 売上高 3,070 3,420

　ました。 営業利益 95 100

④販売費及び一般管理費は人件費等の増加により前年同期比4.5％増の79億円となり、営業利益は前年同期比 経常利益 85 83

　47.9％減の11億円となりました。 当期純利益 77 73

⑤経常利益は上記に加え円高による為替差損4億円の発生等により前年同期比88.8％減の2億円となりました。

⑥四半期純利益は前年同期に訴訟解決に伴う遅延損害金等の特別利益を計上したため、前年同期比99.4％減の 普通株式1株当たり期末配当金 無配

　0.25億円となりました。

⑦総資産は主に期中運転資金需要による現預金の減少等により前期末比82億円減の1,754億円となりました。 ※本資料は、当社が本日公表した「平成21年3月期　第２四半期決算短信」および投資者に有用と考えられる情報をまとめた

⑧純資産は剰余金の配当24億円があり前期末比25億円減の316億円となり、自己資本比率は前期末比0.5ポイン 　ものです。なお、当年度より四半期財務諸表に関する会計基準等を適用しているため、前年同期との比較は参考として記載

　ト低下の18.0％となりました。 　しております。資料中の金額につきましては、億円未満を四捨五入して表示しております。
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